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第33回（令和７年度）職業リハビリテーション研究・実践発表会
支援技法普及講習（発達障害）

発達障害者の強みを活かすため
の支援

障害者職業総合センター
職業センター企画課企画係

支援マニュアルNo.22
「発達障害者のワークシステム・サポートプログラム
発達障害者の強みを活かすための相談・支援ツールの開発」

https://www.nivr.jeed.go.jp/center/report/support22.html

https://www.nivr.jeed.go.jp/center/report/support22.html


障害者職業総合センター職業センター

支援技法の開発･普及

・支援マニュアル
・実践報告書
・各種研修会等

・各障害に対応した支援プログラムを実施
・発達障害：ワークシステム･サポートプログラム（WSSP）

対象障害
・発達障害
（知的障害を伴わない）
・精神障害
・高次脳機能障害
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ワークシステム･サポートプログラム（WSSP）

・全国（地域障害者職業センター）から
受講者を受け入れ

・宿泊施設を併設
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支援マニュアル・実践報告書（一部）
・「発達障害者の特性を踏まえた相談の進め方」（R７）

・「発達障害者の強みを活かすための相談・支援ツールの開発」（R６)

・「在職中又は休職中の発達障害者に対する作業管理支援」（R４)

・「リラクゼーション技能トレーニングの改良」（R３)

・「問題解決技能トレーニングの改良」（R２）

・「発達障害者のアセスメント」（H31)

・「職場対人技能トレーニング（JST）の改良」（H30） 

・「発達障害者のための手順書作成技能トレーニング」 （H29）

・「ナビゲーションブックの作成と活用」 （H28)

・「発達障害者に対する雇用継続支援の取組み
～在職者のための情報整理シートの開発～」 （H27)

・「発達障害者のためのリラクゼーション技能トレーニング
～ストレス・疲労のセルフモニタリングと対処方法～ 」（H26)

・上記は当機構ホームページからダウンロード可能です
https://www.nivr.jeed.go.jp/center/report/list_hattatsu.html 4



本日の内容
１．開発の背景

２．「強み」とは

３．WSSP版強み育成プロジェクト

４．強みの見つけ方
【演習①】「「強み」発見チェックリスト」
リフレーミング
【演習②】「強みの観察」

５．事例
5



②支援対象者や同僚、部下に「強み」を伝えようと
したけれど、難しかった経験はありますか？
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①「強み」と聞いて、どのようなイメージを思い浮
かべますか？



１．開発の背景
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１ 開発の背景
（１）発達障害者の自己肯定感の持ちづらさ

ポジティブな自己概念や
感情を持ちづらい 失敗体験の蓄積、不全感

「強み」や自己決定の力の発達を促す体験や「強み」に対する
理解を深めるサポートが少ない

＜WSSPの受講者アンケート＞
「苦手なことは書き出せても、自分の長所を書き出すことは難しかった」

＜地域障害者職業センターに対するアンケート＞

「自らの強みの認識が困難だったケースが認められる」98 ％

自己肯定感・
自己効力感の低さ

強みの捉え方の
特異さ

否定的な事象へ
の焦点化



１ 開発の背景
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（２）「強み」への着目

ポジティブ心理学
• 人間の心のポジティブな働きに注目する考え方。
• 「強み」に関連する研究は、キャリア教育や心理療法など
幅広い分野で近年注目されている。

「強み」に関する研究より

 「強み」として自覚している側面が多い学生ほどキャリア意識が高
く、積極的に就職活動をしている。

 「強み」を活用する人は、ストレス状況にさらされたとしても粘り
強く、積極的に目標に向かって成長しようとする意欲を失わない。



２．「強み」とは
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２ 「強み」とは

（１）「強み」の定義、種類

11

「強み」
その人特有の思考・感情・行動に反映される力であり、そ

の人にとって特別な意味を成す、生きる上で頼りになるもの
※先行研究より

60種類

資料１ 「強み」の種類一覧 資料２ 強みカード一覧表タイプ



２ 「強み」とは

（２）「強み」の構成要素

【強みの構成要素】

パフォーマンス
成功体験、頑張ったこと、苦労した
が乗り越えられたこと

活力感
熱中できる、没頭できる、喜びや安
らぎを感じられること

自分らしさ
（意味付け）

生きる上で大切にしている、自分ら
しさを見出していること
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これは「強み」でしょうか？

• Aさんは、商品の分かりやすい説明ができます。
• Aさんの話を聞いた人はその商品が欲しくなります。
• そのため、Aさんは営業成績がトップです。
• しかし、Aさんは営業が嫌いです。
• そもそも人と話をすること自体あまり好きではありません。
• そのため営業に行くたびに憂うつになります。

２ 「強み」とは

（２）「強み」の構成要素



２ 「強み」とは
（２）「強み」の構成要素
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２ 「強み」とは

パフォーマンス

活力感自分らしさ
(意味付け)

15

（２）「強み」の構成要素 ・自信
・肯定的な予想
・幸福感
などと関連

・「強み」の発展
・「強み」の積極的な活用
につながる

「自己の主要な側
面」としての「強
み」の意味付け

パフォーマンスだけでなく、
活力感、自分らしさ（意味付け）
にも着目



３．WSSP版強み育成プロジェクト
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３ WSSP版強み育成プロジェクト
（１）支援の流れ

◆プロジェクト

「強み」の講習①

「強み」の講習②

ホームワーク
「強みの観察」

「強み」の講習③

ホームワーク
「強みの意図的活用：行動実験」

オリエンテーション

振返り
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・３回の講習と２回
のホームワークの組
み合わせ

・振返りの実施

・継続して活用する
ための助言



３ WSSP版強み育成プロジェクト
（２）支援の内容 ～補足・視聴覚教材（映像資

料）について～
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・「強み」の講習①～③につい
て、パワーポイント資料のノー
ト部分のナレーションが入って
います

・支援者はDVDを再生し、マ
ニュアルに記載したタイミング
で一時停止などの操作をするだ
けで、講習を進めることができ
ます



４．強みの見つけ方
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【演習①】「強み」発見チェックリスト



【演習①】「強み」発見チェックリスト

演習①の実施手順

(１) 「強み」発見チェックリスト（資料３）を各自
でチェックします。
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【演習①】「強み」発見チェックリスト
演習①の実施手順

(２)「強み」発見チェックリスト（資料３）で「４
当てはまる」、「５ とても当てはまる」と回答し
た項目を強みカード 一覧表タイプ（資料２）から
探しだします。
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※『「強み」発見チェックリスト』と『強みカード一覧表タイプ』の
項目番号は連動しています。



４ 「強み」の見つけ方
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【リフレーミングの方法】
状況のリフレーミング
行動や特性がプラスに働く状況へと焦点を当てる

意味のリフレーミング
状況を変えずにそのものが持つ意味を捉えなおす

リフレーミング
「ものの見方や考え方を変える。今までとは異なった角度・
視点からものを見るという意味」

特定の行動・特性に対して、その視点や捉え方の枠組みを変えるので
あって、ポジティブシンキングとは異なります



４ 「強み」の見つけ方
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リフレーミングの例：状況のリフレーミング

・静かなオフィスで声が大きいと

・騒音のある工場で声が大きいと

声が大きい

うるさい

声がよく聞こえる



４ 「強み」の見つけ方
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リフレーミングの例：意味のリフレーミング

心配性

書類に間違いがないか入念に確認する

災害時の備えを万全にする

新しいことをする前に失敗したときのリスクについて
考える

「心配性」な人がとりがちな行動を考える

慎重さ
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４ 「強み」の見つけ方
リフレーミングゲーム
※このゲームは2名以上で実施します。

準備
• ゲームの進行役を決めます（進行役がプレーヤーを兼務することもできます）
• テーブル中央に講師から配布されたネガティブな言葉が書かれたカード（N
カード）の山を置きます

ゲームの流れ
① 進行役は山札の一番上の目隠しカードを取り、テーブルに置きます
② プレーヤーは山札の一番上に書かれた言葉に関して素早くリフレーミングを

行います
③ プレーヤーは挙手し、リフレーミングの内容を発表します
④ 発表したリフレーミングの内容が他のプレーヤー全員に認められた場合、該

当のNカードを獲得します
⑤ ②～④を3回繰り返し、最終的に最も多くのNカードを取得したものが勝者と

なります

（参考）



【演習②】「強みの観察」
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【演習②】「強みの観察」
スライド28のBさんの語りからBさんの強みを見つけ
ましょう。

【演習の進め方】
Bさんの語りから見つけた強みをスライド29「強み
の観察記録」に記入します。（個人ワーク）
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（Bさんの語り）
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【演習②】「強みの観察」

私は菓子メーカーの商品開発部門で新商品の開発を担当
しています。
新商品開発のヒントにするため、常に他社の新商品の情報
収集をしています。
また、毎週水曜日はコンビニやスーパーに出向き、気に

なったお菓子を購入し、実際に食べてみることで味や風味
などの研究をしています。
私が開発したお菓子が実際に発売されたことがあり、と

ても達成感がある仕事だと思っています。
締切りまでにイメージした味が見つけられず、失敗し苦

しい思いをすることもありますが、常に新しいものを作り
出す挑戦ができる楽しい仕事だと思っています。



【演習②】「強みの観察」
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「強み」の種類 場面・状況 行動・考え 結果 気持ち



【演習②】「強みの観察」記入例
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「強み」の種類 場面・状況 行動・考え 結果 気持ち

No.15
収集心

新商品開発に
向けて常に

他社の新商品
の情報収集を
している

新商品のヒン
トを得ている

楽しい
達成感がある

No.19
チャレンジ精

神

新商品開発に
向けて常に

新しいものを
作り出す

新商品開発 楽しい
達成感がある

No.33
情熱

毎週水曜 コンビニや
スーパーへ
商品を買いに

行く

新しい味や風
味の研究が
できている

楽しい
達成感がある

本人には必ず「強み」があると認識して関わること、
本人の選んだ「強み」を意識して行動観察すること



５．事例
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５ 事例紹介
問題解決技能トレーニングに「強み」の知識を活
かした事例

困りごとを解決したい。
でも、解決策をうまく実行で

きないかもしれない。

自分の強みはいくつか
分かっている！

問題解決技能トレーニングの解決策を実行する
きっかけとして、「強み」を活かす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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５ 事例紹介
問題解決技能トレーニングに「強み」の知識を活
かした事例

（参考）問題解決技能トレーニング
・発達障害の特性を考慮して、問題の分析、解決方法の検
討を効率的・効果的に進めるための、集団場面や個別相談
で実施できるトレーニングです。
・対象者自らが問題の発生状況や原因を把握し、現実的な
問題解決策を選択できることを目指します。

詳細は、支援マニュアルNo.8「発達障害者のための問題解決技能トレーニン
グ」を参照してください。
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５ 事例紹介
問題解決技能トレーニングに「強み」の知識を活
かした事例

問 題 状 況 分 析 シ ー ト

問題
目覚まし時計を使っていても朝起きられずに
準備がぎりぎりになる

目標 時間に余裕を持って行動する

＜問題状況の把握＞ ＜解決策の検討＞

い
つ

朝7時30分
どこ
で

自宅
誰
と

なし 解決策案 効果 現実性
選択
判断

自分の
状況

準備がぎりぎりで焦ってい
る

・忘れ物をする
・疲れる

・前日に準備する

・前日に準備する流れや物をリスト化する

・他者にスケジューリング方法を相談する

・寝る前にアラームをセットしておく

・必要な睡眠時間を把握して行動する

不安 またやってしまった・・・

相手への影
響

(忘れたものが仕事に関連していたら)仕事が進まない

相手の
気持ち

・残念だな
・困るな

原因
・準備を事前にしていなかった
・スケジューリングできていない

解決策の実施手順・課題

行動

結果予測

＜○･△・×＞

その時の気持ち

結果（自分への影響）

赤枠内は
問題解決技能トレーニング
「強み」反映版を使います

その時の気持ち
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５ 事例紹介
問題解決技能トレーニングに「強み」の知識を活
かした事例

どの「強み」や解決策
を記入するかは、本人
の判断に任せる



本日の講習のまとめ
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• 強みの構成要素は、パフォーマンス、活力感、自
分らしさ（意味づけ）の３つからなる。

• 支援者は「本人には必ず強みがある」という気持
ちで関わり、また、本人の選んだ強みを尊重する。

• 活力感、自分らしさ（意味づけ）にも着目する。

• 本人が「強み」に気が付き、納得感を持つこと
が可能になるまで、このプロセスを繰り返すな
ど時間をかけた取り組みが必要。



ご視聴ありがとうございました
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